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専門学校における情報提供等への取組に関するガイドラインに基づく情報提供 

 

①学校の概要、目標及び計画 

●教育目的 

国際化・情報化社会に対応するため、より高い専門性とより豊かな人間性を身につけた、地場企業に貢

献できる人材を育成することを目的とする。 

 

●教育目標 

（ア）学生に就職に有利な知識・技術（＝資格）を身に付けさせること。 

（イ）学生に豊かな人間性を身に付けさせること。 

（ウ）高い就職率で学生を企業（社会）に送り出すこと。 

（エ）様々な形で地場企業・地域社会に貢献し、信頼を得ること。 

 

●校長名、所在地、連絡先等 

（１）校長名 奥田 正直 

（２）所在地 甲府市西下条町１０２０番地 

（３）連絡先 ０５５－２４３－０５１１ 

 

●学校の沿革、歴史 

昭和６３年２月 昭和５５年の市立商科大学設立の陳情以降、検討が重ねられ、

校種や教育課程・施設面積等についての報告書が提出される。 

平成３年４月 国際経済科と経営情報科の２学科、１学年の定員３０名、修業

年限２年として開校する。 

平成７年１月 商業実務専門士の称号付与が始まる。 

平成１１年 「甲府市立甲府商科専門学校改革懇話会」を設置し、本校の将

来像を協議する。 

平成１３年１月 創立１０周年記念式典を挙行する。 

平成１５年４月 甲府商業高校との連携として中国語の共同授業を始める。 

平成１８年４月 放送大学と学校間連携協定を締結する。 

９月 山梨英和大学と指定校編入学協定を締結する。 

平成１９年 内閣府からＩＴ特区の認定を受ける。 

平成２０年 「市立専門学校発展構想委員会」を設置し、学校改革の検討を

始める。 

平成２１年４月 科名を会計情報科及び情報処理科に改編し、情報処理を重視し

た商業実務系専門学校として、新たな学校運営を推進する。 

 山梨学院大学と特別編入学に関する協定を締結する。 

１２月 甲府商業高校と特別推薦入学に関する協定を締結する。 

平成２３年３月 埼玉工業大学と教育連携協定を締結する。 

１０月 創立２０周年記念式典を挙行する。 

平成２６年６月 サイバー大学と単位認定及び編入学に関する協定を締結する。 



3 

 

平成２７年１１月 

平成２８年 ２月 

平成２９年 １月 

 

平成３０年 １月 

 

平成３０年 ４月 

文部科学省に「職業実践専門課程」を申請する。 

文部科学省に「職業実践専門課程」が認可される。 

厚生労働省に会計情報科が「専門実践教育訓練指定講座」に指

定される。 

厚生労働省に会計情報科が「専門実践教育訓練指定講座」に指

定される。 

厚生労働省の「長期人材育成コース」を受託する。 

 

②各学科等の教育 

●令和元年度入学生及び在籍数（令和元年 10 月 1 日現在） 

学科 入学定員 総定員 入学者数 在籍学生数 

会計情報科 30 人 60 人 19 人 33 人 

情報処理科 30 人 60 人 27 人 60 人 
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●カリキュラム 

必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

○ 簿記原理Ⅰ
日本商工会議所簿記検定３級から１級の合格を習
熟度別に目指し、企業人が必要とする基礎的な簿
記会計の知識を学ぶ。

1 2 4 ○

○ 簿記演習Ⅰ
日本商工会議所簿記検定３級から１級の合格を習
熟度別に目指し、具体的な簿記に関する問題を演
習する。

1 3 3 ○

○ 会計学Ⅰ
企業が営む経済活動等について貨幣額を用いて測
定、記録、伝達する方法を学ぶ。

1 2 4 ○

○ 会計学演習ⅠＡ
体系的に学んだ簿記会計（商業簿記・会計学）の知
識を実践演習する。

1 3 3 ○

○ 会計学演習ⅠＢ
体系的に学んだ簿記会計（工業簿記・原価計算）の
知識を実践演習する。

1 4 4 ○

○ 租税法Ⅰ
全国経理教育協会所得税法能力検定の合格を目
指し、個人所得に対する国税である所得税につい
て学ぶ。

1 2 4 ○

○ ソフトウェア
情報処理技術者試験(国家試験)のテクノロジ系(ソ
フトウェア分野)の科目について学ぶ。

1 2 4 ○

○ 情報処理ⅠＡ
情報処理技術者試験(国家試験)のテクノロジ系(ソ
フトウェア分野を除く)、マネジメント系、ストラテジ系
について学ぶ。

1 2 4 ○

○ 情報処理演習ⅠＡ
情報処理技術者試験(国家試験)の対策として、テク
ノロジ系、ストラテジ系、マネジメント系について問
題演習を行う。

1 4 4 ○

○
アプリケーション概
論ⅠＡ

コンピュータサービス技能評価試験ワープロ部門2
級・3級の合格を目指し、ビジネス文書作成に必要
となるワープロ作成の技術を学ぶ。

1 2 4 ○

○
アプリケーション概
論ⅠＢ

コンピュータサービス技能評価試験表計算部門2
級・3級の合格を目指し、データ処理に必要な表計
算の技術を学ぶ。

1 2 4 ○

○
アプリケーション演
習Ⅰ

コンピュータサービス技能評価試験（ワープロ部門、
表計算部門）2級・3級の合格を目指し、実践的な演
習を行う。

1 4 4 ○

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法

（会計情報科）
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○ ビジネス実務Ⅰ
秘書検定３級の内容を習得し、検定の合格を目指
す。（３級取得者は、ビジネス文書検定３級、ビジネ
ス電話検定A級の内容を習得する。）

1 2 2 ○

○ 山梨地域経済論
山梨県の経済について理解を深めるとともに、
ビッグデータなどを活用して経済を分析する力
を身につける。

1 1 1 ○

○ 社会人基礎力
社会人として期待される一般常識について、就
職採用試験等を想定しながら学習する。

1 2 2 ○

○ スポーツⅠ
フットサルまたはテニスのどちらかを選択し、
スポーツを通じて健全な精神を育成する。

1 1 1

○ インターンシップ
学生が在学中に自らの学習内容、将来のキャリア
に関連した就業体験を行う。

1 1 1

○ 簿記原理Ⅱ
日本商工会議所簿記検定の２級から１級の合格を
目指し、企業人が必要とする簿記会計の知識の応
用編を学ぶ。

2 3 6 ○

○ 簿記演習ⅡA
簿記原理Ⅰ・Ⅱで学んだ知識を活用し、商業簿記・
会計学に係る問題を演習する。

2 3 3 ○

○ 簿記演習ⅡB
簿記原理Ⅰ・Ⅱで学んだ知識を活用し、工業簿記・
原価計算に係る問題を演習する。

2 3 3 ○

○ 経営学総論
ビジネスパーソンとしての業務上理解しておくべき
基礎的法律知識を学習する。

2 3 6 ○

○ 経営学演習
企業の組織、マーケティングについて考察、演習す
る。

2 3 3 ○

○ 会計学Ⅱ
日本商工会議所簿記検定１級の合格を目指し、そ
の出題範囲である意思決定論について学ぶ。

2 3 6 ○

○ 会計学演習Ⅱ
日本商工会議所簿記検定１級の合格を目指し、意
思決定論に関する問題を演習する。

2 2 2 ○

○ 租税法Ⅱ
全国経理教育協会の法人税法能力検定及び消費
税法能力検定の合格を目指し、法人税法、消費税
法についてその理論と計算方法を学ぶ。

2 3 6 ○
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○ コンピュータ会計
企業で実際に活用している会計ソフトを用いて、会
計事務の日常処理を演習する。

2 2 2 ○

○
ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ・
ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

ライフプランや貯蓄、投資、保険、税制、不動産、相
続・事業継承について学習する。

2 3 6 ○

○ 販売総論
日本商工会議所販売士検定３級から２級の取得を
目指し、小売業の類型、マーケティング、販売・経営
管理などを学ぶ。

2 3 6 ○

○ 税務会計演習
地元で開業している税理士を講師とし、租税に関す
る知識とその実務的な処理方法を演習を通じて学
習する。

2 1 1 ○

○ 3DCG
基礎的な3次元CG・デザインを理解し、CGの静止
画制作に関する知識を学ぶ。

2 3 6 ○

○ グラフィック基礎
画像合成やロゴの作成、写真の補正などの画像編
集技術の概要を学ぶ。

2 3 6 ○

○ 情報処理ⅡＡ
１年次に学んだ情報処理技術者試験(国家試験)の
科目であるマネジメント系、ストラテジ系の応用編を
学ぶ。

2 3 6 ○

○ 情報処理演習ⅡＡ
情報処理ⅡＡで学んだ情報処理技術者試験(国家
試験)のマネジメント系、ストラテジ系について応用
問題を演習する。

2 3 3 ○

○ 表計算応用
コンピュータサービス技能評価試験表計算部門１級
の合格を目指し、筆記問題について学習する。

2 3 6 ○

○ 表計算応用演習
コンピュータサービス技能評価試験表計算部門１級
の合格を目指し、実技問題対策を演習する。

2 3 3 ○

○ 情報処理概論
CompTIA主催「IT Fundamentals」検定の合格を目指
し、PCの管理やメンテナンスなどについて学ぶ。

2 3 6 ○

○
ネットマーケティン
グ演習

リサーチ・演習・発表を通して、Webを中心としたネッ
トワークを活用しながら状況に応じた最も効果的な
マーケティング手法を学ぶ。

2 3 3 ○

○ ビジネス実務Ⅱ
秘書検定２級の学習を通じて、ビジネスパーソンに
求められる、行動、態度、言動などのオフィスワーク
に必要なスキルを学習する。

2 2 2 ○
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○ スポーツⅡ
グラウンド・ゴルフまたはテニスのどちらかを
選択し、スポーツを通じて健全な精神を育成す
る。

2 1 1

○ 中国語
HSK検定１級の合格を目指し、実用的な中国語の
文書作成・会話を学習する。

2 3 3 ○

○ 英会話
社会人として必要な日常的な英語力を習得す
る。

2 3 3 ○

　　　41科目合計 104単位時間(151単位)  
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必
　
　
修

選
択
必
修

自
由
選
択

講
　
　
義

演
　
　
習

○ ソフトウェア
情報処理技術者試験(国家試験)のテクノロジ系
(ソフトウェア分野)の科目について学ぶ。

1 2 4 ○

○ 情報処理Ⅰ
情報処理技術者試験(国家試験)のテクノロジ系(ソ
フトウェア分野を除く)、マネジメント系、ストラテジ系
について学ぶ。

1 2 4 ○

○
情報処理演習
ⅠＡ

情報処理技術者試験(国家試験)の対策として、テク
ノロジ系、ストラテジ系、マネジメント系について問
題演習を行う。

1 4 4 ○

○ 情報処理ⅠＢ
情報リテラシーについて学習する。実力が実に
ついてかどうかをＲＡＳＴＩ検定を受検して確
認する。

1 2 4 ○

○
情報処理演習
ⅠＢ

ＡＩ，ＩｏＴ，ビッグデータについて学習し
て、Ｇ検定合格を目指す。

1 3 3 ○

○
ア プ リ ケ ー
ション概論Ⅰ
Ａ

コンピュータサービス技能評価試験ワープロ部門2
級・3級の合格を目指し、ビジネス文書作成に必要
となるワープロ作成の技術を学ぶ。

1 2 4 ○

○
ア プ リ ケ ー
ション概論Ⅰ
Ｂ

コンピュータサービス技能評価試験表計算部門2
級・3級の合格を目指し、データ処理に必要な表計
算の技術を学ぶ。

1 2 4 ○

○
ア プ リ ケ ー
ション演習Ⅰ

コンピュータサービス技能評価試験（ワープロ部門、
表計算部門）2級・3級の合格を目指し、実践的な演
習を行う。

1 4 4 ○

○
Ｊａｖａ言語
Ⅰ

プログラミング言語Javaの学習を通じ、プログ
ラミングに関する基本的な知識を学ぶ。

1 4 8 ○

○
Ｊａｖａ言語
演習Ⅰ

簡単なプログラムの実装と技能習得を目指し、
Java言語Ⅰで学んだ内容を演習する。

1 4 4 ○

○
ハードウェア
演習

コンピュータの仕組みについてIC回路やボード
を用い基礎から学ぶ。

1 2 2 ○

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法

（情報処理科）
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○ ＳＱＬ演習
データベース操作言語として最も一般的なSQLに
関する最新技術の演習を通じ、データベースの
重要性や機能について学ぶ。

1 1 1 ○

○ 簿記原理Ⅰ
日本商工会議所簿記検定３級から２級の合格を目
指し、企業人が必要とする基礎的な簿記会計の知
識を学ぶ。

1 2 4 ○

○ 簿記演習Ⅰ
日本商工会議所簿記検定３級から２級の合格を目
指し、具体的な簿記に関する問題を演習する。

1 3 3 ○

○ ビジネス実務Ⅰ
秘書検定３級の内容を習得し、検定の合格を目指
す。（３級取得者は、ビジネス文書検定３級、ビジネ
ス電話検定A級の内容を習得する。）

1 2 2 ○

○ 社会人基礎力
社会人として期待される一般常識について、就
職採用試験等を想定しながら学習する。

1 2 2 ○

○ スポーツⅠ
フットサルまたはテニスのどちらかを選択し、
スポーツを通じて健全な精神を育成する。

1 2 2

○
山梨地域経済
論

山梨県の経済について理解を深めるとともに、
ビッグデータなどを活用して経済を分析する力
を身につける。

1 1 1 ○

○
イ ンタ ーンシッ
プ

学生が在学中に自らの学習内容、将来のキャリア
に関連した就業体験を行う。

1 1 1

○ 3DCG
基礎的な3次元CG・デザインを理解し、CGの静止
画制作に関する知識を学ぶ。

2 3 6 ○

○
グラフィック
基礎

画像合成やロゴの作成、写真の補正などの画像
編集技術の概要を学ぶ。

2 3 6 ○

○ 情報処理ⅡＡ
１年次に学んだ情報処理技術者試験(国家試験)の
科目であるマネジメント系、ストラテジ系の応用編を
学ぶ。

2 3 6 ○

○
情報処理演習
ⅡＡ

情報処理ⅡＡで学んだ情報処理技術者試験(国家
試験)のマネジメント系、ストラテジ系について応用
問題を演習する。

2 3 3 ○

○ 情報処理ⅡＢ
１年次に学んだ情報処理技術者試験(国家試験)
の科目であるテクノロジ系の応用編を学ぶ。

2 3 6 ○

○
情報処理演習
ⅡＢ

情報処理ⅡＢで学んだ情報処理技術者試験(国家
試験)の科目であるテクノロジ系の応用問題を演
習する。

2 3 3 ○

 



10 

 

○ 情報処理Ⅲ
シーケンサを通して機械制御の基礎から応用ま
で学習する。

2 3 6 ○

○
情報処理演習
Ⅲ

Ｐｅｐｐｅｒの制御について学習する。 2 3 3 ○

○
Ｊａｖａ言語
Ⅱ

１年次のJavaの学習内容を発展させ、小規模の
アプリケーションやアプレットの作成など、オ
ブジェクト指向の概念についてさらに深く学
ぶ。

2 6 12 ○

○ 表計算応用
コンピュータサービス技能評価試験表計算部門１級
の合格を目指し、筆記問題について学習する。

2 3 6 ○

○
表計算応用演
習

コンピュータサービス技能評価試験表計算部門１級
の合格を目指し、実技問題対策を行う。

2 3 3 ○

○ 情報処理概論
CompTIA主催「IT Fundamentals」検定の合格を目指
し、PCの管理やメンテナンスなどについて学ぶ。

2 3 6 ○

○
ネットマーケ
ティング演習

リサーチ・演習・発表を通して、Webを中心としたネッ
トワークを活用しながら状況に応じた最も効果的な
マーケティング手法を学ぶ。

2 3 3 ○

○ ＤＴＰ
出版物、広告などのデザインやレイアウト技術
の概要を学ぶ。

2 3 6 ○

○
Webコンテンツ
演習

Flashを中心に、グラフィックスやテキスト、
オーディオなどデジタルメディアを組み合わせ
たWebのコンテンツ作成方法を演習する。

2 3 3 ○

○ 簿記原理Ⅱ
日本商工会議所簿記検定の２級から１級の合格を
目指し、企業人が必要とする簿記会計の知識の応
用編を学ぶ。

2 3 6 ○

○ 簿記演習ⅡA
日本商工会議所簿記検定の２級から１級の合格を
目指し、簿記に関する応用問題を演習する。

2 3 3 ○

○ 簿記演習ⅡB
日本商工会議所簿記検定の２級から１級の合格を
目指し、簿記検定の過去問題を中心に応用問題を
演習する。

2 3 3 ○

○ 経営学総論
ビジネスパーソンとしての業務上理解しておくべき
基礎的法律知識を学習する。

2 3 6 ○

○ 経営学演習
企業の組織、マーケティングについて考察、演習す
る。

2 3 3 ○
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○
ﾌ ｧ ｲ ﾅ ﾝ ｼ ｬ ﾙ・
ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ

ライフプランや貯蓄、投資、保険、税制、不動産、相
続・事業継承について学習する。

2 3 6 ○

○ 販売総論
日本商工会議所販売士検定３級から２級の取得
を目指し、小売業の類型、マーケティング、販
売・経営管理などを学ぶ。

2 3 6 ○

○
ビジネス実務
Ⅱ

秘書検定２級の学習を通じて、ビジネスパーソ
ンに求められる、行動、態度、言動などのオ
フィスワークに必要なスキルを学習する。

2 2 2 ○

○ スポーツⅡ
グラウンド・ゴルフまたはテニスのどちらかを
選択し、スポーツを通じて健全な精神を育成す
る。

2 1 1

○ 英会話
社会人として必要な日常的な英語力を習得す
る。

2 3 3 ○

○ 中国語
HSK検定１級の合格を目指し、実用的な中国語の
文書作成・会話を学習する。

2 3 3 ○

　　　45科目合計 123単位時間(181単位)  

 

●進級・卒業の要件等 

（１）単位認定は学年末に行う。この場合、前期試験の成績を考慮した評価を行う。 

（２）成績は 100 点をもって満点とし、50 点以上を合格、それに満たないときは不合格とする。 

（３）教育課程表の一年次の科目から合計 32 単位以上授業時数 820 時間以上を修得しなければ、二年

次に進級できないものとする。 

（４）単位数合計、68 単位以上、授業時数の合計、1700 時間以上を満たし、2 年以上在学した者に対

して、卒業を認定する。 

 

●学修成果として合格を目指す資格 

会計情報科 

・日本商工会議所簿記検定２級 

・実務技能検定協会秘書検定 2 級 

 

情報処理科 

・経済産業省ＩＴパスポート試験 

・サーティファイＪａｖａプログラミング能力検定３級 
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●資格取得、検定試験合格等の実績（平成３０年度卒業生） 

・会計情報科 

資格・検定名 受験者数 合格者数 

日本商工会議所簿記検定 1級 6人 0人 

全国経理教育協会簿記能力検定上級 4人 0人 

日本商工会議所簿記検定２級 22人 15人 

実務技能検定協会秘書検定 2級 23人 11人 

 

・情報処理科 

資格・検定名 受験者数 合格者数 

経済産業省応用情報技術者試験 4人 1人 

経済産業省基本情報技術者試験 10人 6人 

経済産業省 ITパスポート試験 17人 9人 

サーティファイ Javaプログラミング能力検定試験 2級 5人 5人 

 

●卒業者数、卒業後の進路（進学者数・主な進学先、就職者数・主な就職先） 

主な就職先、業界等（平成３０年度卒業生） 

・会計情報科 

卸小売業、サービス業、金融、保険業 

卒業者数         25 人 

就職希望者数      25 人 

就職者数 25 人 

就職率         100 ％ 

卒業者に占める就職者の割合 100 ％ 

 

・情報処理科 

情報通信業、卸小売業、サービス業 

卒業者数     18 人 

就職希望者数  17 人 

就職者数     17 人 

就職率       100 ％ 

卒業者に占める就職者の割合 94 ％ 

進学者 1名 

③教職員 

ア 職員数 

校長 副校長 
主任 

教官 
教官 講師 保健 

就職 

指導 
教務 

非常勤 

講師 

事務長 事務職員 

１ １ １ １ ５ １ 1 １ １８ １ ３ 
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商業科                                   

職名 氏名 

副校長 油井壮介 

教官 荻野弘昭 担当：学科主任(商業科)・学生部長 

講師 渡邊頌平 担当：会計情報科１年担任・進路支援室長 

専任職員 渡辺雄二 

 

情報科 

職名 氏名 

主任教官 原田貴裕 担当：学科主任(情報科)・教務部長 

講師 

北村純子 担当：情報処理科１年担任 

金丸浩司 担当：情報処理科２年担任・情報管理室長 

中田貴映 担当：会計情報科２年担任 

 

 

④キャリア教育・実践的職業教育 

● キャリア教育への取組状況 

就職希望学生に対し、クラス担任・進路支援室が連携して指導を行っている。また、1 年次に外部講師

を加えた就職強化プログラムを実践している。       
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●企業との連携による授業の実施 

（会計情報科）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

企業等との連携の
基本方針

実際の事例を教材とした授業を実施する。税理士事務所が有する経理実務に係るノ
ウハウの提供や教材作成・指導方法等に係る助言等を受け、実務を意識した授業内
容への工夫や改善を行う。

企業等との連携内
容

基礎講座である「租税法Ⅰ」で履修する内容を踏まえた事例の選定、演習内容及び評
価基準について講師と調整し決定する。
講義期間中は、進捗状況や生徒の理解度等についての情報を共有し、より実践的能
力が取得できるよう演習内容や授業方法の改善を行う。

学修成果の評価方
法

　申告書などの作成状況及び定期試験の結果をもとに連携企業の講師が一次評価を
行う。これに出席状況及び授業態度を加え総合的に判断し、本校の教員が最終評価
を行うこととする。

1～2時間目 オリエンテーション・ガイダンス

実習・演習等計画
日程 実習・演習等の内容

校内

1単位授業時数又は単位税務会計演習授業科目名

実習・演習等の目的
及び概要

目的：事例演習により、「租税法Ⅰ」で理論や制度を学んだ所得税についての理解度と
実務能力の向上を目的とする。
概要：地元で開業している税理士から租税に関する知識とその実務的な処理方法を習
得し、演習を行う。一定の税務申告書を作成できるレベルを目指す。

年末調整 校内

11～18時間目 源泉徴収 校内

31～34時間目 申告書の作成 校内

実施場所

税理士事務所ファインワークス連携する企業等

3～10時間目 所得の計算 校内

27～30時間目 確定申告 校内

19～26時間目
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（情報処理科）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

29～32時間目 データベースのデータを更新する方法の演習 校内

実施場所

株式会社システムインナカゴミ連携する企業等

2～6時間目 SQL文の作成方法と、簡単なデータの取り出し 校内

27～28時間目 データベースにデータを追加する方法の演習 校内

23～26時間目

7～16時間目

1単位授業時数又は単位SQL演習授業科目名

SQL文での関数の使用方法、項目のグループ化、並び替えなど
のやや複雑なデータの取り出し

校内

33～34時間目 データベースのデータを削除する方法の演習 校内

複数のテーブルからデータを取り出すための和結合、積結合、
差結合など複雑な抽出方法の演習

校内

17～22時間目 複数のテーブルからデータを取り出す基本的な方法の演習 校内

実習・演習等の目的
及び概要

目的：情報化社会において様々な基盤で使用されているデータベースの重要
         性の理解とデータベース操作の技術習得を目的とする。
概要：データベース構築に携わる企業の講師と連携し、高速でデータを抽出す
        るテクニックなどSQLに関する高度な技術を学ぶ。

1時間目 オリエンテーション

実習・演習等計画
日程 実習・演習等の内容

校内

企業等との連携の
基本方針

実際の事例を教材とした授業を実施する。ＩＴ企業が有する情報処理実務に係るノウ
ハウの提供や教材作成・指導方法等に係る助言等を受け、実務を意識した授業内容
への工夫や改善を行う。

企業等との連携内
容

必修科目の「ＳＱＬ演習」において企業と連携した授業を行う。演習内容及び評価基準
については、担当教員と企業の講師が調整のうえ決定する。
企業の講師が中心となり、反復学習や技術の応用、現実の課題をいかに解決したか
といった実例を交えながら授業を行う。

学修成果の
　評価方法

   データベースへのデータ追加・更新・削除・抽出といった項目について、定期試験の
結果及び平素の演習課題の提出状況をもとに、企業の講師が一次評価を行う。これ
に出席状況及び授業態度を加え総合的に判断し、本校の教員が最終評価を行うこと
とする。
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⑤様々な教育活動・教育環境 

●学校行事 

4 月 

・入学式 

・始業式 

・健康診断 

5 月 ・防災避難訓練 

6 月 

・地域貢献活動(七夕飾り) 

・体育大会 

7 月 ・教養講座 1 

8 月 

・前期試験 

・ことぶき勧学院向け PC 講座(情報処理科学生とことぶき勧学院との共同企画) 

・インターンシップ 

・夏季課外授業 

9 月 

・夏季課外授業 

・就活強化プログラム(夏季) 

・グラウンド・ゴルフ親善交流大会 

10 月 

・第２回防災避難訓練 

・研修旅行 

・校外研修 

11 月 

・地域貢献活動(西下条地区グラウンド・ゴルフ) 

・甲商デパート出店 

・山梨テクノ ICT メッセ出展(情報処理科出展・見学) 

12 月 
・教養講座 2 

・冬季休業 

1 月 ・甲府市成人式 

2 月 
・後期試験 

・就活強化プログラム(春季) 

3 月 

・卒業証書授与式 

・就活強化プログラム(春季) 

・終業式 

・春季休業 

・三者懇談 

 

 

 

 

http://www.kcc.ac.jp/media/event/1906.pdf
http://www.kcc.ac.jp/news/news_tanabata.html
http://www.kcc.ac.jp/media/event/1907.pdf
http://www.kcc.ac.jp/news/news_kyouyou1.html
http://www.kcc.ac.jp/media/event/1908.pdf
http://www.kcc.ac.jp/news/news_kotobuki.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_internship.html
http://www.kcc.ac.jp/media/event/1909.pdf
http://www.kcc.ac.jp/news/news_shukatsukyouka.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_gg.html
http://www.kcc.ac.jp/media/event/1910.pdf
http://www.kcc.ac.jp/news/news_hinan2.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_studytour2.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_studytour1.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_volunteer3.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_koushoudepart.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_techno.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_kyouyou2.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_seijinshiki.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_shukatsukyouka2.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_sotsugyoushiki.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_shukatsukyouka2.html
http://www.kcc.ac.jp/news/news_syugyou.html
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⑥学生の生活支援 

●学生支援の取組状況 

クラス担任制を取り入れている。年度当初に二者懇談を実施し、学生の状況を把握する。欠席の場合は、

本人と連絡をとる。問題が発生している場合は、保護者と連絡を取るなど、すぐに対応する。必要に応

じて、三者懇談、家庭訪問などを行う。 

 

⑦学生納付金・就学支援 

●学生納付金の取り扱い 

入学料 190,000円。入学手続きの際納付する。ただし、入学日の 1年前から引き続き甲府市内に在住

の者は、100,000円となる。 

授業料 年間 283,200円。4月と 10月に 141,600円を納付する。 

 

⑧ 学校評価 

● 自己評価・学校関係者評価の結果 

平成３０年度学校関係者評価結果報告書（PDF) 

 

● 評価結果を踏まえた改善方策 

少子化の時代、学校と企業の連携が大事であるという御指摘を受けて、インターシップの取組を強化し

た。具体的には、昨年度は全員参加ではなかったが、今年度は１年生が全員参加した。  

          

⑨ その他 

 

●甲府市立甲府商科専門学校学則 

平成 3 年 1 月 14 日制定 

平成 29 年 3 月 8 日改正 

第 1 章 総則(第 1 条) 

第 2 章 課程・修業年限・学科及び学生定員(第 2 条～第 4 条) 

第 3 章 学年・学期及び休業日(第 5 条・第 6 条) 

第 4 章 教育課程及び授業時数(第 7 条) 

第 5 章 単位修得及び卒業の認定(第 8 条～第 10 条) 

第 6 章 入学・退学・編入学・留学及び休学(第 11 条～第 17 条) 

第 7 章 授業料・入学料及び入学検定料(第 18 条) 

第 8 章 職員組織(第 19 条) 

第 9 章 公開講座(第 20 条) 

第 10 章 賞罰(第 21 条・第 22 条) 

 

http://www.kcc.ac.jp/media/kankeisha_hyoka.pdf
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第 1 章 総則 

(目的) 

第 1 条 甲府市立甲府商科専門学校(以下「本校」という。)は、学校教育法(昭和 22 年法律第 26 号)第

124 条の規定に基づき、国際化・情報化社会に対応するため、より高い専門性とより豊かな人間性を身

につけた、地場企業に貢献できる人材を育成することを目的とする。 

 

第 2 章 課程・修業年限・学科及び学生定員 

(課程及び修業年限) 

第 2 条 本校は専門課程とし、修業年限は 2 年とする。 

(学科) 

第 3 条 本校に次の学科を置く。 

会計情報科 情報処理科 

 (学生定員) 

第 4 条 本校の学生定員は、次のとおりとする。 

学科 入学定員 総定員 計 

会計情報科 30 名 60 名 
120 名 

情報処理科 30 名 60 名 

第 3 章 学年・学期及び休業日 

(学年及び学期) 

第 5 条 学年は、4 年 1 月に始まり、翌年 3 月 31 日に終わる。 

2 学期は、次のとおりとする。 

前期 4 月 1 月から 9 月 30 日まで 

後期 10 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで 

 (授業の開始・終了時刻) 

第 5 条の 2 授業の開始及び終了の時刻は、校長が定める。 

 (休業日) 

第 6 条 休業日は、次のとおりとする。 

(1) 国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に規定する休日 

(2) 土曜日及び日曜日 

(3) 県民の日 

(4) 学校創立記念日 

(5) 市制施行記念日 

(6) 学年始休業日 4 月 1 日から 4 月 10 日までの間において校長が定める期間 

(7) 夏季休業日 7 月 21 日から 9 月 30 日までの間において校長が定める期間 

(8) 冬季休業日 12 月 21 日から 1 月 10 日までの間において校長が定める期間 

(9) 学年末休業日 3 月 21 日から 3 月 31 日までの間において校長が定める期間 

(10) 前各号に定めるもののほか、校長が特に休業を必要と認め、教育委員会の承認を得た日 

2 前項第 6 号から第 9 号までの休業日は、1 学年を通じて 90 日以内とする。 

第 4 章 教育課程及び授業時数 

https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000213
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000229
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000238
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(教育課程及び授業時数) 

第 7 条 学年別授業科目・授業時数及び履修単位数は、別表のとおりとする。 

2 教育課程は、別に定める教育課程編成委員会設置要綱に基づき設置された教育課程編成委員会によ

り審議し、その改善に努める。 

3 各学年の週当たりの授業時数は、30 時間を標準とし、1 単位時間は 50 分とする。 

4 各学年の授業は、35 週行うことを標準とし、校長が必要があると認めた授業は、特定の学期又は期

間に行うことができる。 

5 各授業科目の 1 単位当たりの授業時数については、次のとおりとする。 

(1) 専門科目の講義による科目については、17 時間 

(2) その他の科目については、34 時間 

第 5 章 単位修得及び卒業の認定 

 (単位修得の認定) 

第 8 条 校長は、本校の定める指導計画に従って各科目を履修し、その成果が科目の目標からみて満足

できると認められる場合は、その科目について履修した単位を修得したことを認定する。 

2 単位修得の認定及び成績の評価は、試験又はこれに代わるべき方法によるものとする。 

3 前項の成績の評価についての必要な事項は、校長が別に定める。 

 (修得単位数) 

第 9 条 校長は、卒業までに修得させる科目、単位数及び授業時数を定める。 

2 前項に規定する単位数の合計は、68 単位以上とし、授業時数の合計は、1,700 時間以上とする。 

 (卒業) 

第 10 条 校長は、授業時数を満たし、かつ前条の規定により定められた単位数を修得した 2 年以上在

学した者に対して、全課程の修了及び卒業を認定し、卒業証書を授与する。 

2 校長は、特別の事情があり、かつ、教育上支障がないときは、学年の途中においても、学期の区分に

従い、各学年の課程の修了及び卒業を認定することができる。 

3 校長は、卒業を認定した者に対して、商業実務専門士の称号を授与する。 

第 6 章 入学・退学・編入学・留学及び休学 

 (入学資格) 

第 11 条 本校に入学する資格を有する者は、次の各号のいずれかに該当する者で、本校が行う入学試

験に合格した者とする。 

(1) 高等学校を卒業した者 

(2) 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者 

(3) 文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験(旧大学入学資格検定を含む。)に合格した者 

(4) その他本校において高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者 

(入学試験) 

第 12 条 入学試験については、校長が定める。 

 (入学許可) 

第 13 条 入学の許可は、校長が行う。 

2 入学に関する手続は、校長が定める。 

(誓約書) 

第 14 条 入学を許可された者は、指定の期日までに、誓約書を校長に提出しなければならない。 

https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000005338
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000309
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000322
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000318
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000376
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2 正当な理由がなく前項の規定に違反した者は、入学の許可を取り消すものとする。 

 (保証人等) 

第 15 条 前条第 1 項の誓約書には、保護者及び保証人が連署しなければならない。 

2 保証人は、成年者で山梨県内において独立の生計を営む者でなければならない。ただし、校長がやむ

を得ないと認める場合は、山梨県内に居住していない者を保証人とすることができる。 

3 校長は、前項の保証人が適当でないと認められる場合は、これを変更させることができる。 

4 保護者又は保証人が死亡その他の理由によりその資格を失ったときは、新たに保護者又は保証人を

定め、その変更を届け出なければならない。 

5 保護者又は保証人が住所及び氏名を変更したときもその旨を届け出なければならない。 

(退学・留学・休学) 

第 16 条 学生が退学、留学又は休学をしようとするときは、その理由及び期日を明記し、保護者及び

保証人連署の上、校長に申請しその許可を受けなければならない。 

2 留学及び休学の期間は、3 月以上 1 年以内の連続した期間とし、その期間を変更しようとするとき

は、前項に準じて許可を受けなければならない。 

3 校長は、教育上有益と認め、留学を許可した学生について、外国の学校における履修を本校における

履修とみなし、34 単位を超えない範囲で単位の修得を認定することができる。 

第 17 条 削除 

 

第 7 章 授業料・入学料及び入学検定料 

(授業料等) 

第 18 条 授業料・入学料及び入学検定料の額並びに徴収方法については、甲府市立甲府商科専門学校

授業料、入学料及び入学検定料条例(平成 2 年 7 月条例第 32 号)の定めるところによる。 

2 校長は、授業料の納付の義務を怠り、督促を受けてもなお納付しないときは、学生に対し、出席停止

を命ずることができる。 

3 校長は、前項の規定により出席停止を命じたにもかかわらず、なお授業料を納付しない学生につい

ては、除籍することができる。 

 

第 8 章 職員組織 

(職員) 

第 19 条 本校に校長、副校長、主任教官、教官、講師、助手、事務職員その他必要な職員を置く。 

 

第 9 章 公開講座 

(公開講座) 

第 20 条 校長は、本校に公開講座を設け開講することができる。 

 

第 10 章 賞罰 

(表彰) 

第 21 条 校長は、勉学に精励し、学業並びに人物について優秀な者に対して、表彰することができる。 

(懲戒) 

第 22 条 校長は、教育上必要があると認めたときは、学生に対し、次の区分により懲戒を行うことが

https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000419
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000419
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000440
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000459
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000572.html
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000572.html
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000508
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できる。 

(1) 訓告 

(2) 停学 

(3) 退学 

2 前項第 3 号の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して、行うことができる。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 学業成績が不良で卒業の見込みがないと認められる者 

(3) 正当の理由がなく欠席の多い者 

(4) 学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

附 則 

この規則は、平成 3 年 4 月 1 日から施行する。 

 

別表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000555
https://www1.g-reiki.net/kofu/reiki_honbun/e602RG00000571.html#e000000566
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学年別授業科目及び履修単位数

学科 年次 単位 授業時数
専門 講義 簿記原理Ⅰ 4 68

専門 演習 簿記演習Ⅰ 3 102

専門 講義 会計学Ⅰ 4 68

専門 講義 租税法Ⅰ 4 68
専門 演習 会計学演習Ⅰ 7 238

その他 講義 ビジネス実務Ⅰ 2 68

その他 講義 社会人基礎力 2 68

その他 講義 山梨地域経済概論 1 34

その他 講義 スポーツⅠ 1 34
専門 講義 ソフトウェア 4 68

専門 講義 情報処理ⅠＡ 4 68

専門 演習 情報処理演習ⅠＡ 4 136

専門 講義 アプリケーション概論ⅠＡ 4 68

専門 講義 アプリケーション概論ⅠＢ 4 68

専門 演習 アプリケーション演習Ⅰ 4 136

40 1,020

専門 演習 税務会計演習 1 34

その他 講義 ビジネス実務Ⅱ 2 68

その他 講義 スポーツⅡ 1 34

専門 講義 簿記原理Ⅱ 6 102

専門 演習 簿記演習ⅡＡ 3 102

専門 講義 経営学総論 6 102

専門 演習 経営学演習 3 102

専門 講義 会計学Ⅱ 6 102

専門 演習 会計学演習Ⅱ 2 68

専門 講義 租税法Ⅱ 6 102

専門 演習 コンピュータ会計 2 68

その他 講義 英会話 3 102

その他 講義 中国語 3 102

専門 演習 簿記演習ⅡＢ 3 102

専門 講義 ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 6 102

専門 講義 販売総論 6 102

専門 講義 ３ＤＣＧ 6 102

専門 講義 グラフィック基礎 6 102

専門 講義 情報処理ⅡＡ 6 102

専門 演習 情報処理演習ⅡＡ 3 102

専門 講義 表計算応用 6 102

専門 演習 表計算応用演習 3 102

専門 講義 情報処理概論 6 102

専門 演習 ネットマーケティング演習 3 102

45 1,020

85 2,040
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学科 年次 単位 授業時数
専門 講義 Ｊａｖａ言語Ⅰ 8 136

専門 演習 Ｊａｖａ言語演習Ⅰ 4 136

専門 演習 ハードウェア演習 2 68

専門 演習 ＳＱＬ演習 1 34

その他 講義 ビジネス実務Ⅰ 2 68

その他 講義 社会人基礎力 2 68

その他 講義 山梨地域経済概論 1 34

その他 講義 スポーツⅠ 1 34

専門 講義 ソフトウェア 4 68

専門 講義 情報処理ⅠＡ 4 68

専門 演習 情報処理演習ⅠＡ 4 136

専門 講義 アプリケーション概論ⅠＡ 4 68

専門 講義 アプリケーション概論ⅠＢ 4 68

専門 演習 アプリケーション演習Ⅰ 4 136

専門 講義 簿記原理Ⅰ 4 68

専門 演習 簿記演習Ⅰ 3 102

専門 講義 情報処理ⅠＢ 4 68

専門 演習 情報処理演習ⅠＢ 3 102

40 1,020

その他 講義 ビジネス実務Ⅱ 2 68

その他 講義 スポーツⅡ 1 34

専門 講義 情報処理ⅡＡ 6 102

専門 演習 情報処理演習ⅡＡ 3 102

専門 講義 表計算応用 6 102

専門 演習 表計算応用演習 3 102

専門 講義 情報処理概論 6 102

専門 演習 ネットマーケティング演習 3 102

専門 講義 情報処理ⅡＢ 6 102

専門 演習 情報処理演習ⅡＢ 3 102

専門 講義 ＤＴＰ 6 102

専門 演習 Ｗｅｂコンテンツ演習 3 102

その他 講義 英会話 3 102

その他 講義 中国語 3 102

専門 演習 簿記演習ⅡＢ 3 102

専門 講義 ﾌｧｲﾅﾝｼｬﾙ･ﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ 6 102

専門 講義 販売総論 6 102

専門 講義 ３ＤＣＧ 6 102

専門 講義 グラフィック基礎 6 102

専門 講義 Ｊａｖａ言語Ⅱ　　　　　　　　（タ） 12 204

専門 講義 簿記原理Ⅱ 6 102

専門 演習 簿記演習ⅡＡ 3 102

専門 講義 経営学総論 6 102

専門 演習 経営学演習 3 102

専門 講義 情報処理Ⅲ 6 102

専門 演習 情報処理演習Ⅲ 3 102

45 1,020

85 2,040
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注１ 科目欄に必履修とある科目は、必ず履修する科目である。     

注２ 科目欄に選択とある科目で、備考欄に「Ａ」とある科目については、（ア）又は（イ）のいずれか

一方を選択して履修し、「Ｂ」とある科目については、（ウ）又は（エ）のいずれか一方を選択して履修

する。     

注３ 科目欄に選択とある科目で、備考欄に「Ｃ」とある科目からは（オ）又は（カ）のいずれか一方

を選択して履修し、「Ｄ」とある科目からは 1 科目を選択して履修する。  

注４ 科目欄に選択とある科目で、備考欄に「Ｅ」とある科目については、（キ）又は（ク）のいずれか

一方を選択して履修し、「Ｆ」とある科目については、（ケ）、（コ）、（サ）のいずれかを選択して履修す

る。          

注５ 科目欄に選択とある科目で、備考欄に「Ｇ」とある科目については、（シ）又は（ス）のいずれか

一方を選択して履修し、「Ｈ」とある科目については、（セ）又は（ソ）のいずれか一方を選択して履修

する。       

注６ 科目欄に選択とある科目で、備考欄に「Ｉ」とある科目については、（キ）、（ク）、（タ）のいずれ

かを選択して履修し、「Ｊ」とある科目については、（ウ）、（エ）、（チ）のいずれかを選択して履修する。 

注７ 上記の科目のほか、インターンシップ (職業体験) を履修科目とみなし、履修単位数は 1 単位とする。 

 

●施設の概要 

ア 校地面積  12,944  m2 

イ 校舎面積   3,070  m2（鉄筋コンクリート２階建て） 

ウ 主な施設及び設備 

（ア）普通教室 4 室 

（イ）パソコン実習室 3 室（サーバー6 台 パソコン 83 台） 

（ウ）AV 室（ビデオプロジェクター パソコン 11 台） 

（エ）プログラミング室（ビデオプロジェクター  パソコン 29 台） 

（オ）保健室 

（カ）パソコン準備室 2 室 

（キ）プログラミング準備室 

（ク）研究室 4 室 

（ケ）進路支援室 

（コ）図書室 

（サ）東大教室 

（シ）西大教室 

（ス）和室 

（セ）軽運動室 

（ソ）グラウンド 1 面、テニスコート 2 面 

（タ）駐車場 113 台、 駐輪場 80 台 


